
・ 消防団員の増員・・・令和２年度末　１，５５０人

　　　　　　　　（令和２年４月１日現在１，４９８人）
・ 消防団車両の適正配備・・令和２年度末

小型動力ポンプ付積載車（普通積載１台）
・ 消防団資機材・・・・・・令和２年度末　防火衣２０着、発電機３基

　消防団員は増員できず、昨年より２人の減員となりました。
　また、消防団員の安全装備品配備については計画通りの配備となり、車
両については当初の計画に加え、総務省無償貸与車両が割り当てられ、消
防ポンプ自動車を追加で配備することができました。

　消防団員の確保及び年次計画に基づいて車両等適正配備を進めます。

・消防団員の増員・・・１，４９６人　（昨年度末より２人減）
・消防団車両の適正配備・・・小型動力ポンプ付積載車（普通１台）納車
　　　　　　　　　　　　　　消防ポンプ自動車（3.5t未満）１台　納車
・消防団資機材・・・防火衣２０着、発電機３基

※増員の取組は？

※評価の理由は？

令和２年度［ 消 防 本 部 ］目標の成果

全体 42
個別 12-01

実
績
（
成
果
）

課名等 総 務 課

区分 項　目 地区消防団員の増員、車両の適正配置及び資機材の充実配備

1 【 内 容 】

組
織
目
標

【 指 標 】

　　　　　　　　　定員　１，６００人

2

　地区消防団員の増員（機能別消防団員を含む）、消防団員車両の適正配備及び消
防団の安全装備品等の配備

4

今
後
の
展
開

3

△評
価



救急出場年間約１８００件×救急隊員３人＝延べ５４００人

目標達成
0 58 8

　令和２年度（補正）地方創生臨時交付金の交付により、一部の物品につ
いては目標数量に至ったが、ほとんどの物品が目標数量に達することがで
きなかった。指標に掲げてはいないが、全ての救急車内にオゾン発生器の
導入、救急資器材消毒用オゾン発生器の導入、また患者搬送用アイソレー
ターを導入できた事は、隊員を感染防護する事から考えると成果は格段と
上がったと考える。

・アイソレーター 0 3 8 ・脱脂綿３００入

昨年度 現備蓄数 目標数

・サージカルマスク 2000 24350 5400 ・体温計 8 37 8
・シューズカバー 650 2322 5400 入室管理用

昨年度 現備蓄数 目標数

拡散防止 昨年度 現備蓄数 目標数 ・感染性廃棄物処理容器 15 8 15
・ゴーグル 301 212 1800 その他

0 155 14
・N９５マスク 1680 2863 5400 ・清拭用資材（不織布ガーゼ） 0 95 15
・手袋 1500 36200 5400 ・車内及び資器材等消毒剤

感染防護具 昨年度 現備蓄数 目標数 消毒
5400 ・手指消毒アルコール製剤 0 178 28

全体 43
個別

令和２年度 ［ 消 防 本 部 ］目標の成果

12-02

4 　対馬市消防本部新型コロナウイルス等対策のための業務継続計画（令和２年３
月）第８の規定に基づき、資器材確保については各資器材の備蓄数量を定めてお
り、消毒剤、入室管理用資器材、一部の感染防護具については目標数を達成できた
が、その他の資器材については、数量に達していない。また、新たな変異株も発生
している状況にあり、あらゆる状況下でもすぐさま対応できるよう資器材の備蓄整
備を継続し、隊員の健康管理及び職務遂行に努める。

今
後
の
展
開

組
織
目
標

　対馬市消防本部新型コロナウイルス等対策のための業務継続計画（令和２年３
月）第８の規定に基づき、資器材確保について各資器材の備蓄数量を定めています
が、どれも規定数量に達していない状況です。新たなウイルス等が発生した場合
に、早急に対応できるよう資器材の備蓄整備を行います。

　※　設定時に指標欄で示した表は、実績（成果）欄に掲載。

2

実
績
（
成
果
）

3

△評
価

昨年度 現備蓄数 目標数

・感染防止衣 1650 2392

1 【 内 容 】

課名等 警 防 課

区分 項 目 新型コロナウイルス等対策



①　重大違反対象物に対し、早期の立ち入り検査を実施します。

②　重大違反対象物に対し、公表後の違反処理への移行等を十分説明し、

①　重大違反対象物は現在２施設３棟存在するため、立入検査、電話にお

2

違反公表制度開始に伴う消防用設備等設置指導区分 項　目

　２施設３棟存在する重大違反対象物は、１施設も解消できませんでした。

実
績
（
成
果
）

1 【 内 容 】

4 　重大違反対象物に対し、立入検査、電話により消防用設備等の早期設置指導を
行ってきます。
　また、違反内容の大小を問わず、違反是正指導に努めてまいります。今

後
の
展
開

3

△

　立入検査、電話指導により重大違反対象物への指導を実施しましたが、
是正に至らず現在も２施設３棟の重大違反対象物が存在しています。
　しかしながら、１施設２棟は改修計画の提出、消防設備業者への見積依
頼を実施しているため、是正へ向け進んでいます。

評
価

令和２年度

全体
12-03

組
織
目
標

　　消防用設備等を早期設置の指導を行います。

【 指 標 】

44
個別

目標の成果

課名等 予 防 課

［ 消 防 本 部 ］

　　いて指導を実施し重大違反対象物ゼロを目指します。


